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　船橋市の総人口は 2025 年 10 月時点で 652,495 人、65 歳以上高齢者は 155,456 人、高
齢化率は 23.8％です。地域別には、高根台 34.9％、松が丘 37.3％、大穴 36.3％など高齢
化が進む地区がある一方、坪井は 14.8％と比較的低いなど、地域差がみられます。
　船橋市は高齢化対策として、「健康寿命日本一のまち」を合言葉に、シルバーリハビリ
体操事業や市民ヘルスミーティング、足腰の衰えチェック事業など、積極的な取り組みを
してきています。ここでは、地域リハ推進委員会の令和 7年度の活動報告を行います。委

員会は、25 団体の代表の参加のもと２ヶ月に一度の委員会を zoom によるオンライン形式で行っています。

地域リハ推進委員会　ニュース  No.8
地域リハビリテーションとは
「障害のある子供や成人・高齢者と その家族が、住み
慣れたところで、一生安全に、その人らしくいきい
きとした生活ができるよう、保健・医療・福祉・介
護及び地域住民を含め生活にかかわるあらゆる人々
や機関・組織がリハビリテーションの立場から協力
し合って行う活動のすべて」
                               （ 日本リハビリテーション病院・施設協会 定義）

「健康寿命日本一のまち」を目指す船橋市と地域リハ推進委員会活動

　地域リハ推進委員会
リーダー 石原  茂樹  氏

　これから高齢化がますます進む中で、在宅での生活を継続するためには地域包括ケアシステムをさらに強
化する必要があります。今後も、上記に行っている活動に加え、地域リハ推進委員会において、健康増進に
向けて、具体的な提言や活動につなげていくことが出来ると良いと考えています。

日時 名称 テーマ 講師

2025.6.23 第 40 回地区勉強会 「在宅での終末期を迎えた方をチームでどう
支えられるか ～その人らしさを尊重して～」 医療法人社団白羽会 理事長 永島徳人  氏

2025.12.9 第 41 回地区勉強会
「その人と、その家族の暮らしを支える～障

害・医療・介護の垣根を越えて世帯支援を考
える～」

基幹相談支援センター「ふらっと船橋」
清水博和  氏

2025.9.30 第 23 回摂食栄養サポート勉強会 「食事の認知ができない人への関わり方」 船橋市かざぐるま休日急患・特殊歯科診
療所　歯科医師 田代晴基  氏

2025.10.28 第 30 回研究大会 「生活を支えるということ」リハビリテーショ
ン科医の立場から

魚沼基幹病院リハビリテーション科 部長
大西 康史  氏

2026.3.30 第 31 回研究大会 つなぐ、ひろげる、深める地域リハ〜心得・
連携・三位一体ケアの取り組み報告〜

日時 議題 グループワーク

第 1回 2025.5.8

地域リハ拠点事業の予定や活動報告
ひまわりネットワークの他委員会の活動報告
参加 25 団体の活動状況を共有

「みんなで咲かせよう地域包括ケア班」
「障害福祉を知って船橋を明るくする班」
「口腔・栄養・リハビリのトリニティ班」
　　　3つの班で課題検討を実施

第 2回 2025.7.10
第 3 回 2025.9.11
第 4 回 2025.11.13
第 5 回 2026.1.15
第 6 回 2026.3.12

　議題は船橋市リハビリセンターが市から委託されている地域リハビリテーション拠点事業の予定や活動報
告、ひまわりネットワークでの他委員会の活動報告、参加 25 団体の活動報告もあり、情報共有を行ってい
ます。その後、「みんなで咲かせよう地域包括ケア班」、「障害福祉を知って船橋を明るくする班」、「口腔・栄養・
リハビリのトリニティ班」の 3班にわかれてグループワークを行い、議論を重ね、年度末に予定されてい
る研究大会の発表内容を検討しています。令和７年度は「つなぐ、ひろげる、深める地域リハ～心得・連携・
三位一体ケアの取り組み報告～」をテーマに研究大会を開催します。　
　下表は令和７年度に、地域リハ推進委員会のメンバーの方に世話人として協力していただき行われた勉強
会の一覧です。オンラインでの開催や、地区勉強会では対面でのグループワークも行われ、参加者からの評
価の高い勉強会となっています。

委員会　開催（計６回）
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みんなで咲かせよう地域包括ケア班　からの発信

 

『船橋市地域リハビリテーションの心得』の普及に向けての取り組み』

当班ではこれまで作成した「船橋市地域リハビリテーションの心得」（支援者向け
およびご本人・ご家族向け）について、現場でどのように活用していくか普及啓発
の検討に取り組みました。今回、支援者向け、ご本人・ご家族向け心得がどのよう
に活用されているか、その活用事例や心得への感想も頂きましたので、報告したい
と思います。

支援者向け心得

船橋市立リハビリテーショ
ン病院　看護師　 
　　　佐藤  亜津子   氏  

　リハビリセンターでは「支援者向け心得」を月に
一度、朝ミーティングの時に読み合わせをすること
を始めました。
　専門職として自分自身が立ち止まった時や迷った
時、困ったときに原点に戻り、いつでも気付きが得
られるように活用していく予定です。

朝礼にて

船橋市リハビリセンター

支援者からの感想

・船橋市民を支える多施設の専門家達が同じ方向を見
て協力しあうための指針となっていて、とても良いと
思います。

・地域へ繋ぐ為に、専門職としての関わりが分かりや
すく記載されていると感じました。地域へ繋ぐ、行動
に移していく為のきっかけになるのではと思います。

・項目 4の地域資源は、普段の業務ではあまり意識で
きない部分のため、患者さんの生活の基盤となる地域
の理解を深めることがとても大事だと思いました。そ
の為には、自らの関わりも大事な要素だと捉えました。

・リハビリの主人公は本人であり、「心得」と聞いた
ときに、本人自身が持つ心得もあるのではないか、家
族がもつ「心得」もあるのではないかという視点で読
んでしまったので、今回の紙面の対象は誰なのかと考
えながら読み、自分等サポートをする側に向けた心得
なのだと理解しました。

・その人らしさを尊重（主体性の尊重）するには、２
つめの「専門性の向上」は求められる役割を果たすた
めに必要不可欠なことであると改めて確認しました。
心得であるため、具体的にどう行動していくかを考え
られるきっかけになると良いなと思いました。

・心得としてすごくよい内容が記載してあり、改めて意
識する必要があると感じました。大項目 5でその中に
小項目が 3以上あるため項目数が多いとは思いました。

心得　ご希望の方は、船橋市　地域包括ケア推進課まで
ご連絡ください。　　☎ 047 － 436 － 2882

棚に張り付けたり、ラックに置いたりしています。
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ご本人・ご家族向け心得

自宅訪問の際に、人生について語ることは多くはな
かったのですが、作成した「ご本人・ご家族向けの心得」
を説明したり、お話したりすることで、これからの生
活について、気楽に話が出来る様になりました。利用
者さんも分かり易くていいねと言ってくれました。

利用者さんへの説明

本人・家族からの感想

・「どう生きるかは自分次第なんだよ」本人の選択通り努力
する用がんばっています。

・「心得」を読んで、全くその通りだと思いました。我々も
常にそのように考えています。ですが、具体的な案がみつか
らず、毎日考えあぐねています。

・読めばその通りと思います。ありがとうございます。ポス
ターとしてはもう少しわかりやすいポイントをしぼり、気付
きの発信があればもっと活用しやすくなるように感じます。

・どう生きるかは、自分次第なんだよなに同感です。今まで
はやはりいいかげんに生きていて脳卒中になって初めてその
思いを持ちました。今後の人生はより濃厚に送れそうです。

・自分の人生は自分自身といえども、年齢相応に勝てない部
分がある。認めながら前向きに上手に過ごすにあたり、とて
もよいと思いました。

・心得ポスターの項目は、私自身が目指していた事と同じで
した。” 人生楽しく生きていく” をモットーにこれからも過
ごしていきます。

・日々の暮らしが、ルーティンワークをこなすようになっ
ていたのが、立ち止まって考えるきっかけをいただいたよ
うに思います。沢山の方に支えられていることに感謝しつ

つ、一日一日を大切に過ごして行きたい

・どう生きるかは自分次第！その通りです。胸にひびく一
言でした。主人とこれからの人生、前向きに生きたいと改
めて思わせてくれました。

・心得ポスター。見えるところに置いて活用します。大変、
感謝します。毎月のリハビリのお陰で、骨折前のように体
が回復して、希望をもって、過ごすことができています。

・とても参考になります。リハビリを日々している当人に
とっては、もっと勇気づけられる言葉、言葉使いであって
ほしい。先日出来たことが今日は出来なくなったらどうし
よう？だとか日々そういう気持と戦っている当人と家族に
とって、勇気づけられる言葉はないものだろうか？

・ふだん、モヤモヤ思っている事を明示的に表現している
点が良いと思います。又、勇気づけられる後押しが感じら
れます。すばらしい取り組みです！

・面白い物を作りましたね。文字が全体的に小振りかな。
元気に生きる為のチェックリストですね。先ずは自分の決
心（覚悟）から始まって、うちは夫婦で障害者だから、本
人であり家族も兼ねての心構えしています。心も身体も健
全でいられる様過ごし、笑顔と感謝をもってして、日々気
持ち良く暮らす！！がモットー。

・心得は心掛けていても日々雑用に追わ
れる生活の中で失念しがちです。掲示す
ることにより、ふと気付くことができる
と思います。

 本人・家族からの感想




